
学術コミュニケーションと
機関リポジトリの基礎知識

2022年 JPCOARイベント運営作業部会

1

第15回月刊JPCOAR「オープンアクセス新任担当者相談会」実務紹介(1)



本講の内容

１．学術コミュニケーションの基礎知識
① 学術雑誌とはどのようなものか

② 論文とはどのようなものか

③ オープンアクセスとはどういうことか
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２．機関リポジトリの目的と役割
① 機関リポジトリの目的

② 日本の機関リポジトリの現状

③ オープンアクセスに関する政策と動向

④ 機関リポジトリ業務担当者の役割
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①学術雑誌とはどのようなものか

②論文とはどのようなものか

③オープンアクセスとはどういうことか



“Smaismrmilmepoetalevmibunenugttaviras”

altissimum planetam tergeminum observari.

科学的発見／知見それを生み出し
たのが私だと世
界に認知してほ

しい

世に広まって
ほしい

その科学的真
価を認めてほ

しい

後世にも伝え
たい

１．学術コミュニケーション ①学術雑誌とはどのようなものか
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１．学術コミュニケーション ①学術雑誌とはどのようなものか
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論文の先取
権の確立

査読による
質の保証

知見を世に
知らせる

知見を後世
に伝える

“学術雑誌の４機能”

ヘンリー・オルデンバーグ氏の書簡（1664～1665）より。同氏は、世界最古の学術雑誌と言われる
イギリス王立協会「フィロソフィカル・トランザクション」（1665～）創刊時の事務総長

それを生み出し
たのが私だと世
界に認知してほ

しい

世に広まって
ほしい

その科学的真
価を認めてほ

しい

後世にも伝え
たい



一般的な出版物
•著者・作者は原稿料や印税などを受け取り、収
入とする

学術雑誌
•著者は対価を得ない

•研究論文執筆・公開の目的は金銭でなく、著作が
広く行き渡り、科学の発展に寄与すること

•収入は所属機関の給与など。学術的名声を得て、
ポストを獲得することが間接的に収入に寄与

むしろ著者がお金（例えば20万円とか）
を払うケースもある。

１．学術コミュニケーション ①学術雑誌とはどのようなものか
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１．学術コミュニケーション ①学術雑誌とはどのようなものか
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Nawata S, Maki A, Hikihara T. (2018) 
Power packet transferability via symbol propagation matrix.
Proc. R. Soc. A 474: 20170552. http://dx.doi.org/10.1098/rspa.2017.0552

（参考）この論文の内容について興味のある方は以下をどうぞ

• 使い方の妙でパワエレ分野の低コスト化に効く技術が続々（日経XTECH）

• GaN/SiCの実用化が後押し電力パケットで電源をデジタル化
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/mag/ne/18/00007/00128/?P=6

１．学術コミュニケーション ②論文とはどのようなものか
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１．学術コミュニケーション ②論文とはどのようなものか
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雑誌の名前

この論文を表す
記号「DOI」

掲載までの経緯
2017.8.21に投稿され、査
読を経て、2018.4.17に受

理が決定した

照会等の窓口と
なる著者

この論文の題名

この論文の著者
自然科学分野では複数名
の共著であることが多い

著者の所属
この例では1に所属する著

者が2名、2が1名

著者を表す記号
「ORCID」

この例は筆頭著者の縄田
信哉先生のもの
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１．学術コミュニケーション ②論文とはどのようなものか



引用する文献の提示

引用された文献

• 科学の発展＝先人の業績を踏まえ、新たな知見を積み足す
• 参考とした先行研究に対しては引用という形で礼を尽くす
• 多く引用された研究論文は、後続研究に大きな影響を与えたも
のと評価される

（参考）掲載した論文が多く引用されると、その雑誌自体の評価が上がる
（それを数値化したものとして「インパクトファクター」がある）
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１．学術コミュニケーション ②論文とはどのようなものか



論文が学術雑誌に掲載されるまで

出版社
（publisher）

査読者
（referee）

編集者
（editor）

著者
（author）

1～3回程度

レイアウト調整、誤字・脱字校正
※英文校正レベルの改変がある場合もある

学術
雑誌

初稿 書き直し 書き直し 著者校正

原稿形式（テキスト＋図表） 雑誌掲載レイアウト

accept

著作権
譲渡契約

receive

１．学術コミュニケーション ③オープンアクセスとはどういうことか

publish
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学術情報の流通不全から
オープンアクセス思潮へ

学術雑誌

読者著者

売れない！

読めない！読んでもらえない！

• 世界の拡大、人口の増加、産業の発達、
科学の拡大、生まれる科学的知見の増大

• 論文数の増加、学術雑誌の増加
• 情報流通のコストは増えるが、それを支
えるべき大学の購買力には限度あり

図書館
買えない！

学術雑誌に論文発表したら、それを
自分でもウェブで公開することにしよう

無料で公開される学術雑誌に
論文発表することにしよう

１．学術コミュニケーション ③オープンアクセスとはどういうことか
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グリーンOA セルフ・アーカイブ

１．学術コミュニケーション ③オープンアクセスとはどういうことか
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ゴールドOA 費用＝APC負担
(Article Processing Charge)

研究成果を公表
したい

ダイアモンドOA 購読費・APCなし



ｐ

Nawata S, Maki A, Hikihara T. (2018) 
Power packet transferability via symbol propagation matrix.

これが正式版。しかし有料の
ため読めない人もいる

学術雑誌に発表する論文
を自分でもウェブで公開

学術雑誌に発表した論文
を自分でもウェブ公開

プレプリントサーバ
（誰でも読める）

機関リポジトリ
（誰でも読める）学術雑誌
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１．学術コミュニケーション ③オープンアクセスとはどういうことか



２．機関リポジトリの目的と役割
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①機関リポジトリの目的

②日本の機関リポジトリの現状

③オープンアクセスに関連する政策と動向

④機関リポジトリ業務担当者の役割



２．機関リポジトリ ①機関リポジトリの目的

＜機関リポジトリの目的＞

各機関で生成される学術研究の成果物を収集・保存・公開し、

更なる文化の発展に貢献すること
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（神話）読者のための論文提供サービスである

（真実）著者のための可視性向上サービスである

（神話）著者の許諾の下に、図書館が論文を公開する

（真実）著者が自らの意志で論文を公開する。大学（図書館）はそのための場所を提供する

（神話）機関リポジトリの発展により、電子ジャーナル価格の上昇が抑制される

（真実）抑制されない。電子ジャーナル価格上昇に対する著者サイドの対抗策である

杉田 茂樹, 第11回月刊JPCOAR「オープンアクセス新任担当者向け相談会」実務事例紹介(1), 2022



２．機関リポジトリ ②日本の機関リポジトリの現状

国立情報学研究所 学術機関リポジトリ構築連携支援事業 機関リポジトリ統計
https://www.nii.ac.jp/irp/archive/statistic/
(2022-11-04参照）
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【構築機関数】 【コンテンツ数】

資源タイプ別本文ありコンテンツ総数 約281.8万件(2022年10月現在)

IRDBコンテンツ統計（全体）を元にグラフ化
https://irdb.nii.ac.jp/statistics/all

（2022-11-04参照）

https://www.nii.ac.jp/irp/archive/statistic/
https://irdb.nii.ac.jp/statistics/all


２．機関リポジトリ ③オープンアクセスに関連する政策と動向
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【オープンアクセスに関する政策文書】

機関リポジトリは大学図書館の取り組むべき課題として繰り返し登場

• 科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学術情報基盤作業部会
「学術情報の国際発信・流通力強化に向けた基盤整備の充実について」(2012.7）
― 「機関リポジトリ」をオープンアクセスの受け皿として活用
―機関リポジトリは、社会への貢献が求められる大学等の責務を果たすための重要な手段

• 内閣府
「第5期科学技術基本計画」(2016.1)
「第6期科学技術・イノベーション基本計画」(2021.3)
―オープンサイエンス(オープンアクセスとデータのオープン化)の推進

• 科学技術・学術審議会 学術分科会 学術情報委員会
「学術情報のオープン化の推進について（審議まとめ）」(2016.2)

―大学等は、機関リポジトリをグリーンOAの基盤として拡充

―論文のオープンアクセスに係る実施方針を定めて計画的に取組む

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/1323857.htm (参照2022-11-07) 
https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index5.html ​ (参照2022-11-07)
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/036/houkoku/1368803.htm ​ (参照2022-11-07)
https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index6.html(参照2022-11-07) 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/1323857.htm
https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index5.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/036/houkoku/1368803.htm
https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index6.html


２．機関リポジトリ ③オープンアクセスに関連する政策と動向
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【オープンアクセスに関する動向】

• 日本学術振興会（JSPS)＞科研費の助成
―実施方針を公表(2017.3)し、公募要領等で明示。科研費の助成を受けて執筆した論文(成果論文)は原
則OA化

• 科学技術振興機構（JST)＞研究助成、J-STAGEの運営
―基本方針を公表(2017.4)。成果論文OAのため機関リポジトリ等の活用・公開を推奨

• 文部科学省＞博士論文
―学位規則を改正（2013.4)し、博士論文のインターネットの利用(原則機関リポジトリ)による公表義務化

https://www.jsps.go.jp/data/Open_access.pdf (参照2022-11-07)
https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/policy_openscience.pdf (参照2022-11-07)
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/daigakuin/detail/1331790.htm(参照2022-11-07) 

https://irdb.nii.ac.jp/statistics/all
https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/policy_openscience.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/daigakuin/detail/1331790.htm


２．機関リポジトリ ③オープンアクセスに関連する政策と動向

＜研究機関でのオープンアクセス方針＞

大学等の研究機関が研究成果のオープンアクセスを義務とする、

あるいは推奨する方針を定めたもの

＝方針を公表することで、機関の研究成果物に対する姿勢を表明することにもなる

ＪＰＣＯＡＲ「オープンアクセス方針策定ガイド 改訂版」

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/57 (参照2022-11-07) 

オープンアクセス方針・実施要領 リンク集

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/53 (参照2022-11-07) 
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（神話）オープンアクセス方針、RDM方針を定めることにより自動的に論文が集まるようになる

（真実）ならない。方針策定の意義は、その過程での大学執行部へのOA概念浸透にある

杉田 茂樹, 第11回月刊JPCOAR「オープンアクセス新任担当者向け相談会」実務事例紹介(1), 2022

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/57
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/53


２．機関リポジトリ ③オープンアクセスに関連する政策と動向

JPCOARイベント運営作業部会 22

【オープンサイエンスに関する動向・研究データオープン化への動き】

• 内閣府 国際的動向を踏まえたオープンサイエンスの推進に関する検討会
「国立研究開発法人におけるデータポリシー策定のためのガイドライン」(2018.6)
「研究データ基盤整備と国際展開ワーキング・グループ報告書
－研究データ基盤整備と国際展開に関する戦略－ 」 (2019.10)
「研究データリポジトリ整備・運用ガイドライン」（2019.3）

• 日本学術会議 オープンサイエンスの深化と推進に関する検討委員会
「提言オープンサイエンスの深化と推進に向けて」(2020.5）

• 内閣府
「第6期科学技術・イノベーション基本計画（再掲）」(2021.3)
－機関リポジトリを有する全ての大学・大学共同利用機関法人・国立研究開発法
人において、2025年までに、データポリシーの策定率が100％になることを目標に
掲げる

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/index.html ​  (参照2022-11-07) 
http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-24-t291-1.pdf (参照2022-11-07)
https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index6.html(参照2022-11-07) 

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-24-t291-1.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/index.html
http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-24-t291-1.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index6.html


２．機関リポジトリ ④機関リポジトリ業務担当者の役割

＜機関リポジトリ業務担当者の役割＞

研究者が研究成果物を公表する際に必要な支援を行うこと

=各機関内のオープンアクセスに関する業務全般
• 機関リポジトリシステムにデータを登録する

• オープンアクセスに関する情報を伝える

• オープンアクセス化を支援する

• オープンアクセス方針を整備する

…etc.

★業務上で得た知識や情報・人脈は、他の業務にも生かすことができる
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これで本講は終わりです。


